
◆ 県立広島大学の教育的課題
 「授業の満足度は高いが，授業外学修時間が伸びない」（※学内調査より）

⇒ 学生の主体的学び（の姿勢）を引き出せていない。

◆ 平成２６年度ＡＰ事業 テーマⅠ（アクティブ・ラーニング）採択
 行動型学修・参加型学修を軸とする「県大型アクティブ・ラーニング（CLAL）」を推進

 ファカルティ・ディベロッパー（ＦＤｅｒ）を養成 ［対象：各学科・総合教育センター教員］
ＡＬ手法の積極的導入，組織的授業改善をリード。

 学修支援アドバイザー（ＳＡ）を養成 ［対象：学部生２年生以上，大学院生］
他学生の学びを支援する学生。学生同士の学び合いを促進。

⇒ 生涯学び続ける自律的な学修者（アクティブ・ラーナー：ALer）の育成へ

１.県立広島大学のＡＰ事業

２. ＡＬの 「導入」から 「改善」へ

◎ 全学的な授業ピアレビューの実施
○ 教員（主にＦＤｅｒ）の授業公開・参観

⇒ 相互参観により，授業の質，改善への意識を高め合う
○ 事務職員の授業参観

⇒ 第三者（非教員・学生）の視点／自大学の教育を知る
○ 学生（ＳＡ）の授業参観

⇒ 学生目線から授業改善への意見提供／
他者の学びから，自己の学びを見つめ直す

◆ ＡＬの「導入」から「改善」へ

 ＡＬ導入・実践 点検・改善，質的充実
 「支え合い，学び合う」持続的な教育改善の仕組み・文化づくり

◆ 平成２９年度ＡＬ実施率

調査回答科目中： ９２.１％
（９０４科目中，８３３科目でＡＬを導入・実施）

ＦＤｅｒによる授業公開と 「教・職・学」 ピアレビュー
県立広島大学ＡＰ事業推進部会
発表者：三苫 好治 （生命環境学部 教授／庄原キャンパス ＦＤｅｒ代表）

フェーズ移行

教員・職員・学生が協働する
授業ピアレビューの実現へ！！

４.成果と課題

３. 「教・職・学」ピアレビューの実践

ＦＤｅｒ自己評価ルーブリック ＡＬｅｒ自己評価ルーブリック

（１）平成２９年度前期
・試行として，ＦＤｅｒを中心に実施

（２）平成２９年度後期
・非ＦＤｅｒ教員の実施を促進
・学生（ＳＡ ）による参観を開始

授業参観シート（様式）

◆ ピアレビューの流れ

① 教員（主にＦＤｅｒ）の中から公開希望を募る。
② 教員（主にＦＤｅｒ），事務職員，ＳＡに対して参観希望を募る。（参観予定者は事前研修を受講）
③ 参観者は，授業参観シート中の各観点に基づき，授業を受講する学生の様子を中心に観察。
④ 参観結果を授業者へフィードバックし，授業改善について意見交換。

◆ 実施のポイントと実績

広島 庄原 三原
公開科目数 13 11 11
公開コマ数 19 27 14
公開者数 12 8 11

FDer 10 8 11
FDer以外 2 0 0

参観者数（述べ） 11 19 16
FDer 9 19 16
FDer以外 2 0 0

広島 庄原 三原
公開科目数 21 19 16
公開コマ数 26 48 27
公開者数 18 11 12

FDer 17 10 12
FDer以外 1 1 0

参観者数（述べ） 51 33 4
FDer 20 16 2
FDer以外 6 1 2
学生（SA） 6 8 0
職員 19 8 0

広島 庄原 三原
公開科目数 15 14 25
公開コマ数 46 47 65
公開者数 13 8 23

FDer 13 8 11
FDer以外 0 0 12

参観者数（述べ） 9 23 14
FDer 9 23 12
FDer以外 0 0 2
学生（SA） 2 5 1

（３）平成３０年度前期 （数値は暫定値）

・昨年度から参観シートを改良
・事務職員による参観を開始

※三原キャンパスは，豪雨被害の影響により，
規模を大幅に縮小してピアレビューを実施

 授業改善意識の向上
 教員・職員・学生の相互対話を通じて授業改善を図る．

全学的な「支え合い・学び合い」の意識醸成

【
成
果
】

 他者の授業を見る目，コメント力の向上 ⇒ 効果的な研修等の実施

 公開者の増加 ⇒ 非ＦＤｅｒ教員の参加を促す制度の検討・運用
 参観者の増加 ⇒ 職員，学生が教育改善へ参画する文化の醸成

【課
題
】


